
1989年出上の木簡

丘驚

・森
北
町
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
神
戸
市
東
灘
区
森
北
町
三
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
九
年

（平
１
と
二
月
―
七
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
大
手
前
女
子
大
学
内
森
北
町
遺
跡
調
査
会

４
　
調
査
担
当
者
　
藤
井
直
正

・
川
口
宏
海

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
ｉ
江
戸
時
代
　
　
　
　
　
　
　
　
・

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

森
北
町
遺
跡
は
、
六
甲
山
南
麓
の
山
手
寄
り
、
標
高
約

一
八
ｍ
の
地
点
に
位

置
す
る
。
従
来
、
弥
生
時
代
の
集
落
遺
跡
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
過
去
数
次

の
調
査
が
な
さ
れ
て
い
る
。
今

回
の
調
査
は
、
遺
跡
の
推
定
範

囲
の
南
端
約
八
〇
〇
ド
を
対
象

と
し
て
行

っ
た
。
そ
の
結
果
、

当
遺
跡
と
し
て
は
初
め
て
の
平

邸

安
時
代
後
期
か
ら
室
町
時
代
を

囲

中
心
と
す
る
遺
構

・
遺
物
を
検

伏

出
し
た
。

検
出
し
た
主
な
遺
構
と
し
て

は
、
古
墳
時
代
中
期
の
竪
穴
住
居
の
他
、
西
側
の
平
安
時
代
後
期
か
ら
室
町
時

代
の
掘
立
柱
建
物
群
、
東
側
の
幅
約

一
三
ｍ
、
深
さ
約

一
・
五
ｍ
を
測
る
自
然

河
川
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

こ
の
自
然
河
川
の
埋
土
は
、
上
層
と
下
層
に
大
別
で
き
、
上
層
か
ら
は

一
二

世
紀
後
半
か
ら

一
四
世
紀
前
半
ま
で
の
遺
物
が
出
上
し
た
。
下
層
か
ら
は
少
量

の
弥
生
式
上
器
、
須
恵
器

・
土
師
器
な
ど
古
墳
時
代
ま
で
の
遺
物
の
他
、　
一
一

世
紀
後
半
か
ら

一
二
世
紀
前
半
に
か
け
て
の
遺
物
が
大
量
に
出
土
し
た
。
最
も

多
い
も
の
は
土
師
器

（皿
・
甕
。
鍋
等
）
で
、　
次
い
で
中
世
の
須
恵
器

（碗
・
鉢

等
Ｘ

楠
葉
型
瓦
器
（碗
）、
中
国
製
陶
磁
器

（白
磁
碗
・
皿
等
）、
緑
釉
陶
器

（功
・

皿
）、
灰
釉
陶
器

（碗
）
な
ど
が
あ
る
。
中
世
須
恵
器
碗
に
は
、
「中
」
ヱ
ロ
九
」

「□
為
」

「浄
（酔
〕
な
ど
と
墨
書
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
。　
こ
れ
ら
の
上
器
類
と

と
も
に
、
最
下
層
か
ら
呪
符
木
簡
二
点
と
下
駄
、
舟
形
木
製
品
な
ど
が
出
上
し

，．た
。

８
　
木
筒
の
釈
文

。
内
容

ω

　

「
＜
蘇
民
将
来
公
□
口
国
」
　

　

　

　

　

　

　

］ｏ受
∞要
⇔
ｏ驚

②
　
。
「
＜
（符
篠
）
急

々
如
律
令

。
「
＜
　
　
　
　
辰
巳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（�じ

益
要
ｏ
ｏお

ω
は
頭
部
に
切
込
み
が
あ
り
、
下
端
部
は
平
坦
で
あ
る
。
下
半
部
は
表
面
が

荒
れ
て
お
り
、
判
読
で
き
な
い
。
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②
は
、
下
端
部
を
久
失
し
て
お
り
、
全
体
の
形
状
は
不
明
で
あ
る
が
、
上
端

は
①
に
似
る
。
ま
た
、
文
字
の
部
分
が
や
や
浮
き
出
し
て
お
り
、　
一
定
の
期
間

風
雨
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
一異
面
の
「辰
巳
」
は
、
「巽
ｋ
東
南
）

の
意
と
解
せ
ら
れ
る
。

「蘇
民
将
来
」
の
呪
符
木
筒
例
の
う
ち
、
下
端
を
平
坦
に
す
る
形
態
を
も
つ

も
の
は
、
大
阪
府
小
曽
根
遺
跡
で
も
出
上
し
て
お
り

（本
号
八
六
頁
）、　
〓

一世

紀
代
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
時
期
的
に
も
本
例
に
近
く
、
の
ち
の
下
端
を
尖
ら

せ
る
形
態
の
も
の
と
相
違
す
る
ｔ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

木
簡
の
判
読
に
つ
い
て
は
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
綾
村
宏

・
森
公
章
両

氏
の
御
激
示
を
得
た
。

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
編

『
平
塾
爪
長
屋
王
邸
宅
と
木
簡
』

一
九
八
六
年
か
ら
三
年
に
わ
た
っ
て
調
査
さ
れ
た
平
城
京
左
京
三
条
二

坊
及
び
そ
の
周
辺
の
発
掘
調
査
概
報
。
合
せ
て

一
〇
万
点
近
く
に
の
ぼ
る

か
と
見
ら
れ
る

「長
屋
王
家
木
簡
」
と

「
二
条
大
路
木
簡
」
等
も
収
録
さ

れ
、
遺
構

・
遺
物
に
つ
い
て
の
現
段
階
で
の
成
果
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

Ｂ
５
判
、
カ
ラ
ー
図
版
三
二
頁
、
本
文

一
八
八
頁

定
価
二
九
〇
〇
円
、
吉
川
弘
文
館
　
一
九
九
〇
年

一
二
月
刊
行

９
　
関
係
文
献

川
口
宏
海

「神
戸
市
森
北
町
遺
跡
出
上
の
呪
符
木
簡
」

手
前
女
子
大
学
史
学
研
究
所
文
化
財
調
査
室
　
一
九
八
九
年
）

同

「神
戸
市
森
北
町
遺
跡
の
調
査
」
翁
い
な
の
』
配
２

研
究
所
文
化
財
調
査
室
　
一
九
九
〇
年
）

翁
い
な
の
』
配
１
　
大

大
手
前
女
子
大
学
史
学

（川
日
宏
海
）


